
＊＊まとめ＊＊
一人一人の好奇心に働きかけるために、個々の興味や育ち、季節やクラスの状況に合わせて、保育者は遊び

の環境を変化させてきた。すると、次第に観察力もつき、様々なことに目を向けられるようになっていった。
こうして経験してきた多くのことを重ね合わせる力が、創造的な活動につながっている。
今回年中研究部では「遊びを通して育まれる創造性」について追ってきたが、多様な場面で

創造的な姿は見られる。今年度の実践を通して、遊びや生活の様々な場面で適時・適宜な
環境を整えることの大切さを改めて認識することができた。

＊＊研究のねらい＊＊
2017年度に教師の援助と環境の工夫により、

年齢の発達に応じて創造性にかかわる育ちの変化
がみられることがわかった。

翌2018年度に年少時にたくさんの体験や経験
を積み重ねたことが創造性の原動力となる好奇心
が育まれることをまとめた。

今年度は、好奇心が育まれた子供たちが、年中
時にはどのような場面で創造性が見られるのかを
追う。

＊＊研究方法＊＊
・積み木遊びとごっこ遊びをしている
場面に視点を絞り、写真を添えたエピ
ソードを2か月に1回集める。
・創造的な場面を報告し、その時期の
子供の育ちをまとめる。
・それぞれの教師がとらえた場面を
共有し、幼児理解を深めていく機会
にする。

＊＊エピソードから＊＊
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